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家第一小学校区まちづくり協議会広報紙

● 千 成２６年度まちづくり活動をご紹介しましょう！
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魯 ⑩ ●まもなく新年度スタート！

「防災学習会」を３回開催

呉弓亘合で防災訓練の実施に先立ち、日頃から防災や

瓦に二斐涵丁る一般知識を習徊しようと、昨年３回にわ

ここ｡芋言会を主塚第一小学校視聴覚室で開催しました。

・哭´二丿 〇月１８日「校区内の自然災害と基礎知識」
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２二八１１月１６日「避難の仕方と避難所での心得」
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べ~ １２月２１日「要援護者の支援」

賢一三二三こっては市総合防災課のご協力をいただき、
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ご 二三 三しこ 身近なテ ーマとあ って延 べ１３０人の方

二三購Ξ友、員疑応答も活発に行われて有意義な学習会
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モ 石 つ き 大 会 で 地 域 に ６ 年 間 の 感 謝
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:俗Ξ二至フて震災を契機に始まったもちつき大会でし

ここ、そ二者 ぶ６年生の卒業行事と変わり２月２５日

’:Eそ三こざぶり「第９回ずっといっしよ（―小）も

こつΞTで全_ づ開ぼされました。

戸三まころ三学の安全と成長を見守っていただいた

2で丁二彗悍∴｡、６年生１９８人全員が感論|の気持ちを
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已 糾モつ 亘、お餅をこねて、注文を 聞き、 お 餅
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．価Ｔ 万屋けする「おもてなし」をして、最
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こΞントをしました。
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第６回　合同防災訓練を実施

‐ 小校区まちづくり協議会主催の第６回合同防災訓

練を１月１了日１０時より宝塚第一小学校で開催しま

した。この防災訓練は、最終避難所となる宝塚第一小学

校までの避難経路の安全確認と、併せて自治会やマンシ

ョン管理組合では会場の広さや人的パワーの面から、容

易には実施できない防災訓練をまち協と合同で行うこ

とで、より規模の大きい、より多くの訓練メニューを体

験するものです。２２０名の参加者は、受付で避難者カ

ードの記入を済ませると５班に分かれて、「車いす」「煙

道通過」「土嚢積み」「消火器操作」「ＡＥＤ 救命」、今回

新たに加えた「ジャッキ救出」「三角巾」訓練を、順番

に体験して回りました。また避難所での精神ケア面から

「ハンドマッサージ」を取り入れ、多くの参加者がマッ

サージに癒されました。

最後に、炊き出し訓練として豚汁とアルファ化米を参

加者全員で試食し、寒さと空腹感を癒していました。

当訓練の実施にあたっては、多方面の多くのだのご理

解とご協力をいただき心より感謝するとともに、また来

年の第了回も盛況となりますよう、よろしくお願いいた

し ま す。

万言ﾖで５二で⊆二蓑ご ろ集まった３６ ０人余り の人で 一杯

ニフ ヘ　ト で７て６ 年生の卒業をお祝いしました。



冑余部会

４年生児童の 「防災訓練」を実施

１月１９日、宝塚第一小学校で児童向けの防災訓練を

実施しました。午前９時１０分校内放送の号令を合図に

全校児童がグランドに避難し、校長先生のお話の後４年

生児童１５１人を対象に保護者も加わり総勢２００人が

「通報訓練」や「煙道通過」「心肺蘇生」「非常時持出袋

作り」「阪神淡路大震災ＤＶＤ 鑑賞」の各訓練を体験しま

した。

東日本大震災で多くの人命を救った『釜石の奇跡』は

子どもたちの日頃の訓練によるものでした。「まずは命を

守る」ために児童にもできることを主眼に、学校、育友

会、西消防署の皆さんと考えた訓練であり、児童には心

に残る大事な経験になったと思います。
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寄 せ 植 え は ハ ン ギ ン グ バ ス ケ ッ ト

毎 年 恒 例 と な っ た 寄 せ 植 え 講 習 会 を 、 昨 年 １ １ 月 １ ３ 日

１ ０ 時 か ら 南 口 会 館 で 開 催 し ま し た 。

今 回 は ハ ン ギ ン グ バ ス ケ ッ ト を 題 材 と し 、 お 花 や バ ス ケ

ッ ト な ど 材 料 代 込 み で ７ ０ ０ 円 の 案 内 を す る と 。 数 日 も 経

た ず に 定 員 ４ ０ 名 の 枠 が 埋 ま る 人 気 ぶ り で し た 。

今 年 は 開 催 時 間 を 午 前 に 変 更 し た こ と も あ り 、 若 い 方 の

参 加 も 増 え て 年 配 者 と の 交 流 も 深 ま り 、 楽 し く 有 意 義 な 時

間 を 過 ご す こ と が で き ま し た 。

地 域 の 塀 や 壁 に 飾 ら れ た お 花 の 寄 せ 植 え を 見 か け た ら 、

も し か す る と こ の 講 習 会 で 学 ん だ 作 品 か も 知 り ま せ ん ね 。

福 祉 部 会　 ”
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地域福祉ネットワ ーク会議を開催、

昨年１０月２６日「校区の防災について福祉の視点から

考えてみよう」というテーマでネットワーク会議を行ない

ました。自治会、マンション管理組合、老人会、民生児童

委員、ふれあいサロンの代表者、社会福祉協議会、逆瀬川

地域包括支援センター、市危機管理総合防災課の皆さんが

参加され、グループワークでそれぞれが考える災害時にお

ける自助、共助、公助について活発な意見交換をしました。

市総合防災課の江崎課長からは「災害時要援護者支援

制度」に関して地1或からの手上げ方式、要支援者名簿の作

成などの概要も聞くことが出来ました。また逆瀬川地1或包

括支援センターの小西所長からは支援の必要な高齢者に

ついて検討している状況をお聞きしました。

｢地域の安全は自らの手で
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今後も安全で安心して暮らせるまちづくりのために皆

さまと一緒に活動していきたいと思います。また、「夏休

み世代間ふれあい工作

教室」「ふれあいサロ

ン交流会」も継続して

取り組んでいきます。

地 域 交 流 部 会
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昨年１１月２４日、―小体育館にて地域交流部会主

催ドッジボール大会が行われ、約４０名がプレーに声

援に汗を流しました。

前年度同様、公式審判員の方ﾉﾏをお招さして本格的

なルールや試合形式を導入して行い、高校生男子の圧

倒的なパワーや大人も顔負けの小学生の速球、胚段は

球技とは縁の薄い中高年層のハッスルプレーが印象に

残る和やかな一日でした。

当日、盛り上げていただきました出場者ならびに関

係者の皆様方には心より感謝申し上げます。



問合せ窓口：一小宝梅ハウス　０７９７-５７-９０６０　平日午前１０ 時～12 時

子育て部会

「栗木　 剛」講師の講演会開く

子育て部会では、地域交流部会と合同で２月１５日１４

時よりサンビオラ３階国際・文化センターにおいて３０名

の参加者を前に、「見なおそう！地域のコミュニケーショ

ンカ　『楽しくなくっちゃ講演会じゃない！』」のタイト

ルで、栗木剛講師による２時間の講演会を開催しました。

栗木氏は、兵庫県全域はもとより県外でも広く活躍され

ており。話術の面白さで大変人気のある講師です。

同氏が専業主夫になったことを契機に､軽い気持ちで引

き受けた幼稚園、小学校、等ﾉﾏの「育児活動」の父兄代表

に押し上げられ、現在の青少年育成、福祉、地域づくりな

：ど、幅広くボランティア活動に関わるようになった経緯が

漫談調で語られ、笑いの絶えない講演会となりました。

「地域活動はムリせす身の丈で！」だそうです。

地域の情報板

武庫山自治会の餅つき大会

武庫山自治会では、昨年１２月１３日に年末巨例の餅

つき大会を武庫山ふれあい公園で実施しました。

幼児から大人まで総勢１６３名の参加のもと、あん餅

やきな粉餅､雑煮など、おいしいお餅料理の数ﾉﾏを頂き、

住民の皆様の絆を深める良い機会となりました。

子供会でも１０人勝ち残りの「じゃんけん大会」を開

き、子供たちの歓声で大いに盛り上げてくれました。
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地 域 の 情 報 板　　 ｉ
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紅 葉 が 丘 自 治 会 で 「 避 難 訓

甲子園大学の学生ホールが地域の一時避難所となったこ

とを受けて、昨年１１月２９日ＩＯ時より、紅葉が丘自治

会では徒歩による避難訓練を初めて行いました。

５つの集合場所からそれそれが出発し、大学に至る避難

経路の安全性と避難所を確認する訓練でした。

赤ちゃんを連れたご夫婦や杖を持たれたお年寄りなど、

３０名が大学食堂内にあるコミュニティーサロンに集合

し、２０種類以上ある防災食を試食しました。

また昭和５８年紅葉が丘を襲った土石流を体験された大

や４０数年住んでこられた人のお話が聞かれて、参加され

た皆さんの交流も進み、有意義な時間となりました。

寿楽荘自治会で「秋の催し」

寿楽荘自治会は、会員の交流と健康管理を目的に、昨年

１１月３日１０時から１４時の間、宝塚第一小学校視聴覚

室において自治会初めての「秋の催し」を開催しました。

展示コーナーでは寿楽荘の自然をテーマとした写真や陶

芸、ガラスアートなどに１８名から出展がありました。

また市健康センターの協力を得て骨密度測定を行い、事

前の申込みを上回る３７名が受診しました。骨の強化と転

倒予防を目的としたヨーガ療法士による健康体操もあり、

小学生から８０代まで延ぺ６０名が寄り集まって、寿楽荘

の良さをあらためて認識する催しとなりました。
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会長メッセージ
-

まち協発足１０年　次の1 年へ

まち協は、地縁型の自治会とともにテーマ型の地域課

題を解決する組織。防災・防犯、福祉、子育て、環境、

地1或交流。夏祭り、防災訓練などの多くの参加を感謝し

ます。来年度の課題－①災害時の要支援者への地域の役

割が大きくなり一時避難所への整備が急務②介護保険

改正で特養入所対象は要介護３以上、要支援１・２は対

象力ヽら除外③学童保育の対象学年を小学３ 年から ４年

まで拡大するも一小は現状でも待機児童解消できてな

い。解決へ行政と市民の真の協働で乗り切りましょう。

第１回　 まちづくり “広場円卓会議“開催

２ 月21 日宝塚第一小学校にて、“第一回まちづくり

広場円卓会議”が開かれ、２８団ｲ本３５名が出席、各団

体の活動報告と交流後、校区の課題に関して活発な意見

交換がなされました。参加団体は小学校、幼稚園、児童

館、育友会、ＰＴＡ、自治会代表、各種団ｲ本、大学、行政・
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社協。まち協の塩川会長から「“広場円卓会議”の役否ｲま

情報交換・交流の滉とし地域課題を共有する謳_

がありました。

会議では「公設保育所、増える待機児童」

改定」などの課題が挙がりました
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○集会室の利用時間

（Ａ）９時～１２時

（Ｃ）１７時～２０時

ぐ

Γ

こ説明

介護俣温の

-

Ｂ）１３時～１６時

･○集会室の利用料金

・１階　５００円　　・２階　１,０００円

なお、冷房費（６月～９月）と暖房費（１１月～３月）

を 、

－ｒ
」
」

○

１口の使用につき１００円別途いただきます．

｢｣刷機、Ａ４白黒・カラーコピー機、ラミネートつ利

用も可能です（有料）。

■宝梅ハウスでは、ボランティアで一緒にお手伝いして

---･---･---●-･-●-･-･-･-●-●-●-･-●-うく だ さ る 方 を 募集 して いま す。
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､詳細については、下記までお問い合わせください．

■゙お問い合わせ先

場所：〒６６５-００１３　宝塚市宝梅１－１２－４３

魯

電話・ファクス：０７９７－５７－９０６０

※平日１０時～１２時まで担当者が在室
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第３回　常任評議会を開催

２月１４日１０時より宝梅ハウスにおいて、第３回常

任評議会が開催されました。

冒頭で本田議長より、常任委員定数１５名に対して出

席者１０名により本会が成立するとの宣言がなされ、審

議事項の「宝梅ハウスのコピー機更新」と「宝梅ハウス

部屋代一部改訂および冷暖房費の徴収」について提案

説明があり、質疑応答の後全会一致で承認されました。

また平成２７年度「まち協総会」を５月１０日に開催す

ることが確認されました。
･心

平成２７年度　総会のご案内

宝塚第一小学校区まちづくり協議会の総会を下記の日程

で開催いたしますので、皆さん気軽にお立ち寄りください。

日　時；５月１０日（日）　１０時～（約１時間）

場　所；宝塚第一小学校　視聴覚室

＜部員大募集＞一小校区まちづくり協議会では、地域の「安全」や「福祉」「子育て」「環境」「地域交流」などに関わる

活動に参加して、『住み続けたいまちづくり』に協力していただける方を募集しています。一緒に勉強しましょう♪

☆☆☆　連絡先；℡○７９７ －５７ －９０６０　宝梅ハウス　☆☆☆
● 二 Ｉ Ｉ ● 二 ● 二 一 ・ － ● －
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